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１．追加検討便益の概要

＜暫定供用＞
１線高架化など「事業完了前に一部供用した際に発現する効果」を便益として算出する。
※１線高架化することで、踏切部を運行する列車本数は半減する。

＜歩行者の安心感の向上＞
踏切が除却されることにより、「歩行者が自動車や自転車と交錯せずに安心して踏切を横断
することによる『安心感』」を貨幣価値化する。

＜高架下空間の利用＞
鉄道の高架化による「高架下空間（地方公共団体分）の活用に伴う地区の価値向上」を貨幣
価値化する。

＜大気環境の改善＞
自動車の「走行速度改善により削減されるCO2・NOx排出量」を算出し、貨幣価値化する。

＜踏切部でのアイドリングの解消＞
踏切での停車時の「アイドリングで発生するCO2・NOx排出量」を算出し、貨幣価値化する。

＜緊急避難時の迂回解消＞
①災害発生時の広域避難場所のポテンシャル、②広域避難場所への徒歩避難時間との関係に
着目して、「連立整備前後の避難迂回の解消における効用」を算出し、貨幣価値化する。

＜踏切支障による列車遅延の解消＞
「踏切での支障1件あたりの列車遅延による影響額」を算出する。

＜踏切維持費の削減＞
「事業によって除却される踏切の維持費」を算出する。
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２．追加検討便益の算出方法 【暫定供用:18.4億円】

＜基本的な考え方＞
○今回の検討対象区間は、１線高架化などの暫定供
用が行われるため、暫定供用時においても便益の
一部が発生することが期待される
○暫定供用時の踏切損失時間及び踏切部の速度を設
定したうえで、交通量配分を実施し、暫定供用に
よる便益を算出

出典：「連続立体交差事業に関する勉強会」資料

図 便益算出の試算イメージ

踏切名称

踏切損失時間

現況
第Ⅰ期

本線下り高架
第Ⅱ期

本線上り高架
第Ⅲ期（完成）
単線（高師浜線）

高架
浜寺公園 4
号

1.16 0.58
(=第Ⅲ期×50%)

0
(=第Ⅲ期) 0

羽衣3号 0.96 0.58
(=第Ⅲ期×60%)

0.19
(=第Ⅲ期×20%) 0

羽衣4号 0.40 0.20
(=第Ⅲ期×50%)

0
(=第Ⅲ期) 0

羽衣5号 0.72 0.36
(=第Ⅲ期×50%)

0
(=第Ⅲ期) 0

羽衣10号 0.89 0.45
(=第Ⅲ期×50%)

0
(=第Ⅲ期) 0

高石1号 0.97 0.49
(=第Ⅲ期×50%)

0
(=第Ⅲ期) 0

表 暫定供用時の踏切損失時間の設定
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２．追加検討便益の算出方法 【歩行者の安心感の向上:32.1億円】

＜基本的な考え方＞
○踏切の除却により、歩行者が自動車や自転車と交錯せずに安心して鉄道を横断できる
○駅前広場や自由通路整備により広幅員歩道が整備されることで歩行者は周りの人を気にせ
ず、自由に歩行することができる
○これらの効果に対する歩行者の支払意思額(WTP)を把握することで便益を計測

出典：「連続立体交差事業に関する勉強会」資料
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２．追加検討便益の算出方法 【高架下空間の利用:0.4億円】

＜基本的な考え方＞
○鉄道の高架化により、高架下には新たな空間が生まれる
○高架下空間の活用により、新たな価値が創出

占有面積(m2)
便益算定
対象範囲

子育てセンター 400 ○
観光案内所 30 －
駐輪場 1,700 －
交番 70 －
高齢者施設 600 ○
市案内センター 50 －
駐輪場 550 －
フリースペース 300 －
通学路 100 －

高架下施設（地方公共団体利用分）

羽衣駅

高石駅

表 高架下活用

出典：「連続立体交差事業に関する勉強会」資料
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２．追加検討便益の算出方法 【大気環境の改善:0.5億円】

＜基本的な考え方＞
○踏切の除却によって通行する自動車の速度が改善し、CO2・NOxの排出量が減少
○CO2・NOxの排出量削減による便益を算出

出典：「連続立体交差事業に関する勉強会」資料
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２．追加検討便益の算出方法 【踏切部でのアイドリングの解消:0.1億円】

＜基本的な考え方＞
○大気環境の改善による便益では、踏切部のようなスポット的な停車による影響は見込まれ
ていない
○踏切部での停車時におけるアイドリングにより、 CO2・NOxの排出量が減少
○踏切部での損失時間に着目し、アイドリングによるCO2・NOx排出量削減による便益を算出

出典：「連続立体交差事業に関する勉強会」資料
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２．追加検討便益の算出方法 【緊急避難時の迂回解消:7.6億円】

＜基本的な考え方＞
○徒歩での避難を前提とした迂回解消に着目
○災害時に踏切が遮断されていることを想定
○以下の条件で避難経路を設定し便益を算出

整備前…連立による解消踏切を経由せず、立体化済の避難路を経路とする避難行動
整備後…連立による解消踏切を経由した場合の避難行動

図 避難経路の設定イメージ 出典：「連続立体交差事業に関する勉強会」資料
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２．追加検討便益の算出方法 【踏切支障による列車遅延の解消:3.2億円】

＜基本的な考え方＞
○踏切の支障によって列車が停止した際の、鉄道利用者や運行会社にとっての影響が解消
○踏切事故1件あたりの影響額を元に便益を算出

※首都圏15事業者22路線が対象
資料：鉄道輸送トラブルによる影響に関する調査結果（平成21年 国土交通省鉄道局）

図 踏切（支障）による影響額の概略試算結果

死亡事故 負傷事故 物損事故
信太・高石線 羽衣10号 H14.08 1 0 0
市道 羽衣6号 H15.03 0 0 1
羽衣停車場線 浜寺公園4号 H15.04 0 1 0
信太・高石線 羽衣10号 H15.10 0 1 0
島泉筋連絡通路 羽衣1号 H16.08 1 0 0

事故件数
道路名 踏切名 年月

表 5年間の事故件数（H12～H16）
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２．追加検討便益の算出方法 【踏切維持費の削減:27.7億円】

＜基本的な考え方＞
○踏切は、電気代や設備費を初めとした維持管理費が発生
○連続立体交差の整備により、不要となる踏切の維持管理費の削減額を算出

表 踏切除去益 表 各踏切の踏切除去益（単年度） ≪参考≫踏切維持費算出のケーススタディ

出典：連続立体交差事業等によるまちづくりへの波及
効果の評価に関する共同調査

出典：連続立体交差事業等によるまちづくりへの波及
効果の評価に関する共同調査

踏切名称 道路 鉄道 踏切
踏切除却益
（百万円）

浜寺4号 2 2 1種自動 12
羽衣1号 1 2 1種自動 12
羽衣2号 － － － －
羽衣3号 2 2 1種自動 12
羽衣4号 1 2 1種自動 12
浜寺5号 2 3 1種自動 12
浜寺6号 1 2 1種自動 12
羽衣7号 2 2 1種自動 12
羽衣8号 1 2 1種自動 12
羽衣9号 1 2 1種自動 12
羽衣10号 2 2 1種自動 12
高石1号 2 4 1種自動 19
高石2号 1 2 1種自動 12
高石3号 2 2 1種自動 12

合計 163
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